「 見守り大家さん・ヘルプライン」の相談内容 （2012年5月21日～2013年8月31日）から見た 居住困難 by 岡本 祥浩




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































FORUM OF POLICY STUDIES 2014 39
16．その他
その他、様々な問題を抱えながら住居を探す必要
に迫られている。難民認定を申請している者は、難
民に認定されるまで多くの権利が制限されているた
め、生活すること自体が困難である。高齢者の呼び
寄せには様々な危険性を覚悟しなければならない。
生活に係る様々な問題もたくさん発生している。安
全で安心して住める住居を得るためには多くの、そ
して輻輳した問題を解決しなければならない。
「難民認定申請中」
・	難民認定申請中。認定まで無料で滞在できると
ころはないか（日本語が話せない）。
「高齢の親の呼び寄せ」
・	他県に住む実母（80代）を呼び寄せたい。高齢
者受け入れ可能物件（大家さんが見守ってくれ
るような物件）を探したい。
「嫌がらせ、生活音」
・	50代男性。隣に住む大家の嫌がらせに、困惑。
病気あり。生活保護受給中。
・	アパート1階に入居中。2階の入居者の生活音に
苦しむ。大家、警察に言っても埒があかない。
「部屋が探せない」
・	部屋が探せない
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